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　職員が活躍できる環境整備について、出
産・育児への支援、新人職員の定着促進、メ
ンタルヘルスに的を絞って説明する。
（2）出産・育児、介護休暇取得への支援
　①�休暇取得をスムーズにできるよう就業規

則の説明を実施
　法人本部労務課職員が新人オリエンテー
ション、中途採用者オリエンテーション、
管理職内部研修で、就業規則の説明の一環
として、出産・育児休暇、介護休暇制度の
説明を重ねてきている。職員に対しては、
自分がその休暇をとらなくてはならない状
態になったら、申請すれば休暇が取れる事
を知っておいてほしいというねらいで、管
理職に対しては、配属されている職員が妊
娠したら、家族に介護が必要になったら、
労務課に速やかにつないでもらいたいとい
うねらいで実施している。職員と管理職双
方に説明を繰り返してきたことで、スムー
ズな取得が可能になっている。
　介護休暇を取得する職員はまだいない
が、オリエンテーション後の感想文で「介
護が必要になりそうな親を抱えており、い
ざというときは介護休暇が取得できること
がわかり、安心した」との感想が職員から
あがってきている。こういう安心感を働く
職員に持ってもらうことも職員定着につな
がると考えている。
　育児休暇取得後、復帰した職員に対し短

１．施設および施設所在地域の紹介
　社会福祉法人知多学園は、昭和29年児童
養護施八波寮（定員25名）としてスタートし
た。現在、職員数466名（平成25年３月）、児
童養護施設２施設、保育園２施設、認定こど
も園１施設、介護保険事業所17箇所を、開
設の地である愛知県常滑市を中心に、半田市、
知多市、高浜市の県内４つの市にまたがって
運営している（25頁、知多学園体制図参照）。
活動の中心地である常滑市は中部国際空港の
お膝元であり、平成17年中部国際空港の開
港とともに、新興住宅地や商業施設の開設な
ど急激に市内の景色が変わってきている。平
成25年８月のデータで人口57,078人、65歳
以上の人口は13,925人（24.4％）と高齢化率が
高く、15歳未満の年少人口は、空港開港以
降少しずつ増加しており8,211人（14.5％）と
なっている。

２．���法人における、職員育成、定着促
進にかかる取り組み

（1）職員構成
　職員は圧倒的に女性職員が多い。年齢構成
は10代から70代と幅広く、60歳以上の職員
の割合も年々増えている。また、平成12年
より高齢部門を中心に事業所の開設が続いて
いることから、職員数は年々増加し、それに
伴い法人内において様々な課題が生じてい
る。

職員が活躍できる環境整備と
職員のワークライフバランス支援
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時間勤務制度を活用している。これは産
休・育休を取得している職員と、その上司
に重点的に説明している。今年度、保育園、
通所介護事業所で3名が同制度を活用して
いる。

　②法人内託児所の開設
　平成23年に法人内託児所を常滑市内に
開設した。結婚、出産で女性職員が退職し
てしまうことを解決したいと考えていた
が、どこに設置するのかが問題となってい
た。たまたま、職員用の住宅を整備するこ
とになり、その一室を託児所として確保す
ることができ、開設に至った。
　託児所利用料の２分の１は、託児所を利
用している職員が所属する事業所が負担す
る仕組みにしている。現在、４名が利用し
ている。８ヶ月の乳児から３歳までの幼児
と、保育園の休園日の就園児を対象として
おり、月曜日から日曜日、午前７時から
21時まで利用が可能である。これは、高
齢部門の入所施設の変則勤務に対応できる
よう時間設定をしている。育児休暇が終了
したが保育園が定員一杯で預けられず、や
むなく退職というケースや、保育園が休み
の時に預ける所がなくて退職するしかな
かったケースの解決につながっており、以
前なら、育休後退職していたかもしれない
女性職員の定着につながっている。また、
男性職員も共働きで子どもの預け先がない
時に活用するなど、安心して働ける環境の
整備につながっている。また、託児所の存
在がパート職員の確保、常勤の看護師の確
保につながってきている。

（3）新人職員の定着促進
　①�初めて就職した新人職員をいかに育てる

か〜プリセプターシップの導入〜

　プリセプターシップとは、看護師の教育
制度として知られている。福祉施設ではエ
ルダー制、チューター制として取り組まれ
ているところもある。当法人の取り組みも
エルダー制に近い方法である。新人職員が
配属された職場に馴染んでいけるよう、比
較的年齢が近く、就職して３年目程度の職
員を教育担当とし、新人職員の教育を担当
する仕組みである。実際、日々の教育は担
当職員だけでは賄えないため、別の職員も
教育に携わる、担当職員は主に仕事上の悩
み相談を引き受ける形ですすめている。
　この教育方法の導入当初（平成15年）は、
特養むらさき野苑だけの取り組みであった
が、平成24年から法人内の各施設・事業
所で取り組むための委員会を設置し、月１
回各施設・事業所から選出された委員が集
まり作業を進めている。委員だけの仕事に
ならないよう、各施設・事業所の事業計画
に、プリセプタ―シップの導入計画を組み
込んだ。
　現在、委員会活動の中心は、業務マニュ
アルの修正である。一部マニュアルは整備
しているものの、すべては完成していない。
また、適切な更新作業がされておらず、現
在作り直し作業を行っているところであ
る。マニュアルの構成は「基本姿勢と態度」、
「専門知識・技術」、「書類作成・法令遵守」
の３つに分かれている。どの仕事でも同じ
だが、社会人として組織人としての態度（基
本姿勢と態度）とその仕事の専門性（専門知
識・技術）を習得させることの両方が大事
であり、特に社会人・組織人としての態度
は早く習得させる必要があると考えてい
る。マニュアルは、法人として「こうして
ほしい」という基準であり、その基準が明
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確になっていなければ適切な指導はできない。
　新人職員が一番戸惑うことは、先輩職員
の指導が日によって違うことと、仕事の全
体像が見えにくいことである。新人職員と
して最低限覚えなくてはならないことがマ
ニュアルという目に見える形で提示される
こと、またマニュアルに沿って指導が行わ
れることで新人職員の戸惑いや不安は軽減
されると考えている。教えるためのマニュ
アル、こうしてほしいという基準をつくる
作業を続ける中で、職場の中に先輩職員が
新人の面倒を見るという雰囲気を作ること
ができてきている。

　②�新人職員を支える・メンタルヘルスの取
り組み
　平成15年９月より、外部団体のカウン
セラーに、児童部門、高齢部門ともに月１
回来てもらい、個別カウンセリングを実施
している。導入当初は、対人援助のグルー
プ学習も実施していたが、次第に個別カウ
ンセリングに時間をさいてほしいという要
望が職員のなかから高まり、現在では個別
カウンセリングのみの実施となっている。
　４月から６月までは、新規採用職員と部
署異動した職員を中心にカウンセリングを
行っている。特に新卒で採用した職員は学
生時代とは違う環境にストレスを感じ、適
切なフォローをしないと退職につながりか
ねない。社会人になったら誰でも感じるス
トレスにどう対処すべきか、自分で乗り越
えなくてはならないことを、その職員に
あった内容でアドバイスしてもらってい
る。また、カウンセリングだけではなく、
最近の新卒職員の傾向や上司としてどうか
かわるとよいか、定期的に施設長や事業所
の管理者にアドバイスいただいている。職

場の上司はどうしても自分の経験を基準に
しがちで、新人職員にやってはいけない指
導や、的はずれな関わりをしてしまうこと
もある。上司が適切にかかわることができ
るよう上司へのアドバイスをいただく事は
職員との関係づくりに役に立っている。カ
ウンセラーに職場の上司や先輩職員とは違
う切り口でかかわってもらうことと、職場
の管理者の関わり方についてアドバイスを
いただくといった取り組みが功を奏してい
るのか、新規採用職員の１年未満の退職は
ほぼなくなってきている。

（4）職員のメンタルヘルスの取り組み
　毎年のように新規事業所を開設し、職員が
増加している状況において、メンタル面で弱
い職員にどう接すればよいのか職場の上司も
困惑する。そのようなケースに対し、月１回
のカウンセリングと産業医（精神科医）の活用
を図っている。
　新人職員の定着促進のところで述べた個別
カウンセリングは、年度の後半は希望者だけ
でなく、管理職が不安に思っている職員も対
象にしている。ほとんどはカウンセリングで
様子をみることで充分だが、対応が難しい
ケースは産業医につなぐ。職場の直属の上司
が産業医に相談する場合と、悩んでいる職員
と一緒に産業医のところに行き相談にのって
もらう場合がある。また、そのようなケース
は施設長、事業所管理者だけでは抱えきれな
い。必ず、その上の管理職（高齢統括・児童
統括・法人本部長）もかかわるようにしてい
る。
　管理職、職員双方がメンタルヘルスについ
て理解を深めることができるように、職員に
対し年１回うつ病についての研修を産業医に
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行ってもらい、うつ病について理解するとと
もに、いつでも相談できる専門医がいること
を伝えるようにしている。実際に、職員から
法人内に相談できる専門医がいることで安心
したという感想も寄せられている。管理職に
はメンタルヘルスに関する外部研修を紹介し
参加を促している。
（5）今後の展望および想い
　原稿の文字数の制限上、職員の育成につい
て述べることができなかったが、TQM（トー
タル・クオリティ・マネジメント）推進室と
して私が任されている業務の一つに職員教育

がある。職員を支える仕組みはある程度でき
てきているが、職員を育成していく仕組みは
まだまだやるべきことが満載である。新人職
員に対してはプリセプターシップに取り組ん
でおり、徐々に進んでいる。児童部門、高齢
部門ともに専門職として職員をどう育て上げ
るのか、管理職をどう育てるのかについて、
単発の取り組みばかりで系統立てた取り組み
ができていない。今後、各施設・事業所の管
理者と連携しつつ教育の仕組みをつくりあげ
ていきたいと考えている。

社会福祉法人知多学園　体制図　　平成25年4月

児童養護施設　八波寮（35名） 常滑市 昭和29年開設

小規模児童養護施設　瀬木ゆう愛（6名） 常滑市 平成20年開設

児童養護施設　松籟荘（30名） 常滑市 昭和50年開設

小規模児童養護施設　前山ゆう愛（6名） 常滑市 平成21年開設

波の音こども園（保育園120名/幼稚園60名） 常滑市 平成24年開設

よしいけ保育園（120名） 高浜市 平成13年開始

吉浜保育園（130名） 高浜市 平成24年開始
吉浜児童センター 高浜市 平成24年開始

特別養護老人ホームむらさき野苑（80床） 常滑市 平成3年開設
むらさき野苑短期入所生活介護事業所（20床） 常滑市 平成3年開設
むらさき野苑デイサービスセンター（30名） 常滑市 平成3年開設
むらさき野苑居宅介護支援事業所 常滑市 平成12年開設
むらさき野苑ホームヘルプステーション 常滑市 平成12年開設
むらさき野苑レンタルサービス 常滑市 平成12年開設

特別養護老人ホーム　ヴィラ南陵（29床） 常滑市 平成24年開設
南陵デイサービスセンター（40名） 常滑市 平成14年開設
ケアプランセンター南陵 常滑市 平成24年開設

特別養護老人ホーム　ヴィラ桜坂（29床） 知多市 平成23年開設

特別養護老人ホーム　論地がるてん（29床） 高浜市 平成25年開設

葭池デイサービスセンター（40名） 高浜市 平成16年開設

認知症対応型通所介護　古場デイサービスセンター（12名） 常滑市 平成19年開設

認知症滞緒方通所介護　板山デイサービスセンター（12名） 半田市 平成24年開設
ケアプランセンター板山 半田市 平成24年開設
ふれあいサロン板山 半田市 平成24年開設

認知症対応型共同生活介護　前山らく楽（18名） 常滑市 平成12年開設

認知症対応型共同生活介護　板山らく楽（18名） 半田市 平成15年開設
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